
尾張旭市議会議長殿

一般質問(代表く麺1雪)通告書

尾張旭市議会会議規則第50条第1項の規定により6月定例会に給いて別

紙のとおり質問したいので通知します。

なお、質問事項の件数及び質問方法は、下記のとおりです。
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別紙                    氏 名  櫻井  直樹  

質 問 事 項 

 

№  １   
小中学校卒業式の式典について 

 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨 

 今年の３月、小中学校の卒業式に、初めて出席させていただきました。 

卒業式は、子どもたちにとって特別な日であり、これまでの学校生活をし 

みじみと振り返り、新たな門出の日となります。学校行事の中で最も大切な

行事になりますので、最大限の趣向を凝らして、祝福したいものです。 

 そこで、卒業式の式典について、以下の３点について答弁を求めます。 

 

（１）来賓祝辞と教育委員会告辞の代読について 

来賓祝辞と教育委員会告辞は、市長さんや教育長さんがみえない会場で

は、代わりの方の代読になります。大人の会合であれば、挨拶の代読もあ

りますが、子どもたちにとっては、代理の方が代読する挨拶文を聴くとい

うことは、あまり馴染みがなく、小中学校の卒業式では、ふさわしくない

と考えます。 

来賓祝辞は、代読ではなく、連合自治会長やＰＴＡ会長など地域の要職

者の方などから、直接、子どもたちにお話しいただく式典について伺いま

す。 

 

（２）祝辞について   

来賓祝辞と教育委員会告辞は、どちらも卒業生の門出を祝う祝辞でし 

た。 

 祝辞の代読が２つ続くというのは、式典の雰囲気にも影響があり、式典 

時間を有効に使うためにも、祝辞を一本化することについて伺います。 

 

（３）中学校の卒業証書授与について 

卒業証書授与の場面は、卒業生にとって、生涯記憶に残る晴れの舞台で

す。小学校では、様々な授与の形式がありますが、中学校では、一人一人

が舞台に上がり、校長先生から卒業証書を受け取り、自席に戻るまでの時

間が出番になります。 

280名近くの卒業生が、どのような流れで、卒業証書を授与されている

のか伺います 

 ※ 申し合わせ事項に留意する。 
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別紙                    氏 名  櫻井  直樹  

質 問 事 項 

 

№  ２   

学校教育における外国人児童生徒への初期日本語教育につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨 

日本語がほとんど話せない外国籍の子どもが、小中学校に転入してくるこ

とがあります。その子どもは、授業の内容が理解できるかどうかの前に、日

常会話である初期日本語教育が必要になります。 

 そこで、外国人児童生徒への初期日本語教育について、以下の４点につい

て答弁を求めます 

 

（１）初期日本語教育が必要な児童生徒について 

   日本語がほとんど話せない児童生徒は、市内の小中学校に、どれくら

い在籍しているのか伺います。  

 

（２）初期日本語教育について  

日本語がほとんど話せない児童生徒に対して、学校教育の中で、どのよ

うな初期日本語教育を行っているのか伺います。 

 

（３）初期日本語指導者について 

学校現場では、授業の空いている教師が、取り出し指導を行っている場

合がほとんどです。しかし、小学校では、授業が空きの教師は、ほとんど

いません。また、普通の教員が行う日本語指導は、専門性や継続性がな

く、あまり効果的ではありません。 

初期日本語教育ができる専門の指導者の確保について伺います。 

 

（４）学校教育における今後の初期日本語教育について 

今後、小中学校に転入する外国人の子どもの数が増える中で、外国人の

子どもたちが日本の生活に馴染んでいくためにも、転入時の初期日本語教

育は、とても重要になります。それは、その外国人の子どもだけではな

く、周りで一緒に生活する日本人の子どもたちの生活にも大きな影響を与

えます。 

指導者の確保や派遣依頼、どのような方法で初期日本語教育を進めるの

かなど、学校における初期日本語教育のシステムを構築する必要がありま

すが、今後の方針について伺います。 

 ※ 申し合わせ事項に留意する。 


